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本製品を取り扱う前に本書の説明をよくお読みください。 

本書は大切に保管してください。 

NEC Express 5800シリーズ製品を安全に正しくご使用になるために必要な情報が記載されてし彳ます。また、 
本文中の名称につし〗てはユーザーズガイドの「各部の名称と機能」の項をご参照ください。 

本書は、必要なときすぐに参照できるよう、お手元に置しヽておくようにしてください。本装置をご使用になる前に 
本書およびユーザーズガイドを必ずお読みください(ユーザーズガイドは添付の DVD に PDF ファイルとして格 
納されてし、ます)。また、本文中の名称につし、てはユーザーズガイドの「各部の名称と機能」の項をご参照くださ 


い。 


本書およびラベルで使用する記号とその内容 


注意の喚起 


A 

感電のおそれがあることを示しま 
す。 

A 

指などがはさまれるおそれがあるこ 
とを示します。 

A 

高温による傷害を負うおそれがある 
ことを示します。 

A 

けがするおそれがあることを示しま 
す。 

赢 

爆発または破裂のおそれがあること 
を示します。 

A 

特定しない一般的な注意 • 警告を示 
します。 

A 

発煙または発火のおそれがあること 
を示します。 



行為の禁止 


本製品の利用目的について 


本製品は、高速処理が可能であるため、高性能コンピュータの平和的利用に関する日本政府の指導対象に 
なっております。ご使用に際しましては、下記の点につきご注意いただけますよう、よろしくお願いいた 
します。 

1. 本製品は不法侵入、盗難等の危険がない場所に設置してください。 

2. パスワード等により適切なアクセス管理をお願いいたします。 

3. 大量破壊兵器およびミサイルの開発、ならびに製造等に関わる不正なアクセスが行われるおそれ 
がある場合には、事前に弊社相談窓□までご連絡ください。 

4. 不正使用が発覚した場合には、速やかに弊社相談窓□までご連絡ください。 

弊社相談窓口：ファーストコンタクトセンター 電話番号： 03-3455-5800 


安全にかかわる表示について 


② 

本装置を分解•修理 • 改造しないでくださ 
し、。感電や火災のおそれがあります。 


ぬれた手で触らないでください。感 
電するおそれがあります。 

⑧ 

指定された場所には触らないでくださ 
し、。感電や火傷などの傷害のおそれが 
あります。 

⑱ 

水や液体がかかる場所で使用しない 
でください。水にぬらすと感電や発 
火のおそれがあります。 

(§) 

火気に近づけないでください。発火す 
るおそれがあります。 

S 

特定しない一般的な禁止を示しま 
す。 


行為の強制 


霪 

装置の電源プラグをコンセントから抜 
いてください。火災や感電のおそれが 
あります。 

〇 

特定しない一般的な使用者の行為を 
指示します。説明に従った操作をし 
てください。 

❹ 

必ず接地してください。感電や火災の 
おそれがあります。 



NEC Express 5800シリーズを安全にお使いいただくために、本書の指示に従って取り扱ってください。 
本書には本装置のどこが危険が、どのような危険に遭うが、どうすれば危険を避けられるかなどについて 
説明されています。また、本装置内で危険が想定される箇所またはその付近には警告ラペルが貼り付け6 
れています(本体に印刷されている場合もあります)。 

本書および警告ラペルでは、危険の程度を表す言葉として、「警告」と「注意」という用語を使用していま 
す。それぞれの用語は次のような意味を持つものとして定義されています。 





人が死亡する、または重傷を負うおそれがあることを示します。 


△注意 


火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあることを示します。 


危険に対する注意 • 表示は次の3種類の記号を使って表しています。それぞれの記号は次のよろな意味を 
持つものとして定義されています。 


A 

注意の喚起 

この記号は、危険が発生するおそれがあることを表します。記号の 
中の絵表示は危険の内容を図案化したものです。 

例：感電注意 

A 

0 

行為の禁止 

この記号は行為の禁止を表します。記号の中や近くの絵表示は、 
してはならない行為の内容を図案化したものです。 

例：分解禁止 

• 

行為の強制 

この記号は行為の強制を表します。記号の中の絵表示は、しなけ 
れぱならない行為の内容を図案化したものです。危険を避けるた 
めにはこの行為が必要です。 

例：プラグを抜け 

霪 


(本書での表示例） 


注意を促す記号 危険に対する注意の内容危険の程度を表す用語 




1 



△注意 

^\A 

\ 

指定以外のコン1 

指定された霄 
使うと火災1 

Z ントに差し込まない 

S 圧でアース付のコンセントをお使いください。指定以外の電源を 
b 漏電の原因となります。 


安全上のご注意 


全般的な注意事項 



0 


A 露| 


A | 




人命に関わる業務や高度な信頼性を必要とする業務には使用しない 

本装置は、医療機器_原子力設備や機器、航空宇宙機器 • 輸送設備や機器など、 
人命に関わる設備や機器および高度な信頼性を必要とする設備や機器などへの組 
み込みやこれらの機器の制御などを目的とした使用は意図されておりません。こ 
れら設備や機器、制御システムなどに本装置を使用した結果、人身事故、財産損 
害などが生じても弊社はいかなる責任も負いがねます。 

煙や異臭、異音がしたまま使用しない 

万一、煙、異臭、異音などが生じた場合は、ただちに電源を OFF にして電源プラグを 
コンセントがら抜いてください。その後、お買い求めの販売店または保守サービ 
ス会社にご連絡ください。そのまま使用すると火災の原因となります。 

針金や金属片を差し込まない 

通気孔や光ディスクドライプなどのすきまから金属片や針金などの異物を差し込 
まないでください。感電の危険があります。 

規格以外のラックで使用しない 

本装置は EIA 規格に適合した19型(インチ)ラックにも取り付けて使用できます。 EIA 
規格に適合していないラックに取り付けて使用しないでください。本装置が正常に 
動作しなくなるばかりが、けがや周囲の破損の原因となることがあります。本装置 
で使用できるラックについては保守サービス会社にお問い合わせください。 

指定以外の場所で使用しない 

本装置を取り付けるラックを設置環境に適していない場所には設置しないでくだ 
さい。本装置やラックに取り付けているその他のシステムに悪影響をおよぼすば 
かりでなく、火災やラックの転倒によるけがなどをするおそれがあります。設置 
場所に関する詳細な説明や耐震工事についてはラックに添付の説明書または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 


△注意 

aa\ 

1海外で使用しない 

本装置は、日本国内専用の装置です。海外では使用できません。本装置を海外で 

1 

使用すると火災や感電の原因となります。 


本装置内に水や異物を入れない 

AA 

本装置内に水などの液体、ピンやクリップなどの異物を入れないでください。火 

災や感電、故障の原因となります。もし入ってしまったときは、すぐ'電源を OFF 

にして、電源プラグをコンセントがら抜いてください。分解しないで販売店また 


は保守サービス会社にご連絡ください。 


ラックの設置 • 取り扱いに関する注意事項 


△注意 


i 人で搬送•設置をしない 

A(S 

ラックの搬送 • 設置は2人以上で行ってください。ラックが倒れてけがや周囲の 
破損の原因となります。特に高さのあるラック (44 U ラックなど)はスタビライザ 
などによって固定されていないときは不安定な状態にあります。かならず2人以 
上でラックを支えながら搬送 • 設置をしてください。 

aS)| 

I 荷重が集中してしまうような設置はしない 

ラック、および取り付けたデパイスの重量が一点に集中しないようスタビライザ 
を取り付けるか、複数台のラックを連結して荷重を分散してください。ラックが 

1 倒れてけがをするおそれがあります。 


1人で部品の取り付けをしない • ラック用ドアのヒンジのピンを確認する 

A0 

ラック用のドアやレールなどの部品は2人以上で取り付けてください。また、ド 
アの取り付け時には上下のヒンジのピンが確実に差し込まれていることを確認し 
てください。部品を落として破損させるばかりでなく、けがをするおそれがあり 
ます。 

s| 

I ラックが不安定な状態でデパイスをラックから引き出さない 

ラックから装置を引き出す際は、必ずラックを安定させた状態(スタビライザの 
設置や耐震工事など)で引き出してください。 

® 1 

I 複数台の装置をラックから引き出した状態にしない 

複数台の装置をラックから引き出すとラックが倒れるおそれがあります。装置は 

1 一度に1台ずつ引き出してください。 

1 

I 定格電源を超える配線をしない 

A 

やけどや火災、装置の損傷を防止するためにラックに電源を供給する電源分岐回 
路の定格負荷を超えないようにしてください。電気設備の設置や配線に関して 

I は、電源工事を行った業者や管轄の電力会社にお問い合わせください。 


電源 • 電源コードに関する注意事項 




胃 


A®\ 

產赢 | 

0 1 

1ぬれた手で電源プラグを持たない 

ぬれた手で電源プラグの抜き差しをしないでください。感電するおそれがあります。 

1アース線をガス管につながない 

アース 線は絶対にガス管につながないでください。ガス爆発の原因になります。 


zh 注意 


AA 

指定以外のコンセントに差し込まない 

指定された電圧で アース 付きのコンセントをお使いください。指定以外で使うと 
火災や漏電の原因となります。また、延長コードが必要となるような場所には設 
置しないでください。本装置の電源仕様に合っていないコードに接続すると、 
コードが過熱して火災の原因となります。 


安全上のご注意 ■ つづき ■ 


A 注意 

產 | 

1 たこ足配線にしない 

コンセントに定格以上の電流が流れることによって、過熱して火災の原因となる 

1 おそれがあります。 

1 

1 中途半端に差し込まない 

A A 

電源プラグは根元までしっかりと差し込んでください。中途半端に差し込むと接 
触不良のため発熱し、火災の原因となることがあります。また差し込み部にほこ 
りがたまり、水滴などが付くと発熱し、火災の原因となるおそれがあります。 


指定以外の電源コードを使わない 


本装置に添付されている電源コード以外のコードを使わないでください。電源 
コードに定格以上の電流が流れると、火災の原因となるおそれがあります。 

また、電源コードの破損による感電や火災を防止するために次の注意をお守りく 
ださい。 

AA 

• コード部分を弓1っ張ら^い。 • 電源コードをはさまない0 

• 電源コードを折り曲げない0 • 電源コードに薬品類をかけない0 

• 電源コードをねじヴょい0 • 電源コードの上にものを載せない0 

• 電源コードに束ねたまま使わない0 • 電源コードを改造•力 □エ •修復しない0 

• 電源コードを ステー プラ等で固定しない0 

• 損傷した電源コードを使わない。（損傷した電源コードはすぐ同じ規格の電源コー 
ドと取り替えて •< ださい。交換に関しては、お買い求めの販売店または保守サービ 
ス会社にご連絡ください0 


1 添付の電源コードを他の装置や用途に使用しない 

AA\ 

添付の電源コードは本装置に接続し、使用することを目的として設計され、その 
安全性が確認されているものです。決して他の装置や用途に使用しないでくださ 
し、火災や感電の原因となるおそれがあります。 

1 

1 ケーブル部分を持って弓1き抜かない 

A A 

ケープルを抜くときはコネクタ部分を持ってまっすぐに引き抜いてください。 
ケープル部分を持って引っ張ったりコネクタ部分に無理な力を力□えたりすると 

1 ケーブル部分が破損し、火災や感電の原因となります。 


設置 • 移動 • 保管 • 接続に関する注意事項 

A 注意 




指定以外の場所に設置 • 保管しない 

本装置を次に示すような場所や本書で指定している場所以外に置かないでくださ 
し、火災の原因となるおそれがあります。 

• ほこりの多い場所 • 直射日光が当たる場所 

• 給湯器のそばなど湿気の多い場所 • 不安定な場所 

腐食性ガスの存在する環境で使用しない 

腐食性ガス(二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニア、オゾンな 
ど)の存在する場所に設置し、使用しないでください。また、ぼこりや空気中に 
腐食を促進する成分(塩化ナトリウ厶や硫黄など)や導電性の金属などが含まれて 
いる環境へも設置しないでください。装置内部のプリント板が腐食-ショート 
し、火災の原因となるおそれがあります。ご不明の点は販売店または保守サービ 
ス会社にお問い合わせください。 

落下注意 

本装置をラックに取り付けるまたは取り外す際は、底面をしっかり持ってくださ 
し、ラック取り付けブラケットには落下 • 脱落防止(ストッパ/ロック)機能がな 
いため装置をラックが6すべて引き出すと、装置がラックから外れて落下してけ 
がをするおそれがあります。 


AA 


カノ (一を外したまま取り付けない 


本装置のカパー類を取り外した状態でラックに取り付けないでください。装置内 
部の冷却効果を低下させ、誤動作の原因となるばかりでなく、ほこりが入って火 
災や感電の原因となることがあります。 


△注意 


A0 


ラックから引き出した状態にある装置に荷重をかけない 

ラックから引き出された状態にある装置の上から荷重をがけないでください。フ 
レームが曲がり、ラックへ搭載できなくなります。また、装置が落下し、けがを 
するおそれがあります。 


A 


指を挟まない 

ラックへの取り付け/取り外しの際にレールなどで指を挟んだり、切ったりしな 
いよう十分注意してください。 


AA 


プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをしない 

インタフェースケープルの取り付け/取り外しは電源コードをコンセントが6抜 
いて行ってください。たとえ電源を OFF にしても電源コードを接続したままケー 
プルやコネクタに触ると感電したり、シヨートによる火災を起こしたりすること 
があります。 


A 


指定以外のインタフェースケーブルを使用しない 

インタフェースケープルは、弊社が指定するものを使用し、接続する本装置やコ 
ネクタを確認した上で接続してください。指定以外のケープルを使用したり、接 
続先を誤ったりすると、ショートにより火災を起こすことがあります。また、イ 
ンタフェースケープルの取り扱いや接続について次の注意をお守りください。 

• 破損したケープルコネクタを使用しない0 參ケープルを踏まない0 
參ケープルの上にものを顏せない0 參破損したケーブルを使用しない0 

• ケープルの接続がゆるんだまま使用しない0 


運用中の注意事項 


A 注意 

展〇 I 

1 動作中に装置をラックから弓1き出さない 

本装置が動作しているときにラックから引き出したり、ラックから取り外したり 
しないでください。装置が正しく動作しなくなるぱがりでなく、ラックから外れ 
てけがをするおそれがあります。 

1 

AA\ 

1 雷が鳴ったら触らない 

雷が発生しそうなときは電源プラグをコンセントから抜いてください。また電源 

⑧ cl 

プラグを抜く前に、雷が鳴りだしたら、ケープル類も含めて本装置には触れない 
でください。火災や感電の原因となります。 

aa\ 

1 ぺットを近づけない 

本装置にぺットなどの生き物を近づけないでください。排泄物や体毛が本装置内 
部に入って火災や感電の原因となります。 

A / C \ I 装置の上にものを載せない 

^1 本体がラックが6外れてけがや周辺の家財に損害を与えるおそれがあります。 

A 1 

1 巻き込み注意 

本装置の動作中は背面にある冷却ファンの部分に手や髪の毛を近づけないでくだ 
さい。手をはさまれたり、髪の毛が巻き込まれたりしてけがをするおそれがあり 
■ ます。 



お手入れ • 内蔵機器の取り扱いに関する注意事項 



aa \ 

② 


自分で分解_修理 • 改造はしない 

本装置の説明書に記載されている場合を除き、絶対に分解したり、修理•改造を 
行ったりしないでください。本装置が正常に動作しなくなるばがりでなく、感電 
や火災の危険があります。 


(§)® 


リチウムパッテリやニッカドパッテリ、ニッケル水素パッテリを取り外さない 

本装置内部にはリチウムパッテリが取り付けられています（オプションデパイス 
の中にはリチウ厶パッテリやニッケル水素パッテリを搭_したものもあります)。 
パッテリを取り外さないでください。リチウムパッテリやニッケル水素バッテリ 
は火を近づけたり、水に浸けたりすると爆発するおそれがあります。 

また、パッテリの寿命で本装置が正しく動作しなくなったときは、ご自分で分 
解•交換 • 充電などをせずにお買い求めの販売店、または保守サービス会社に連 
絡してください。 


AA 


プラグを差し込んだまま取り扱わない 


お手入れや本装置内蔵用オプションの取り付け/取り外し、本装置内ケープルの 
取り付け/取り外しは、本装置の電源を OFF にして、電源プラグをコンセントが 
ら抜いて行ってください。たとえ電源を〇 FF にしても、電源コードを接続したま 
ま本装置内の部品に触ると感電するおそれがあります。また、電源プラグはとき 
どき抜いて、乾いた布でぼこりやゴミをよくふき取ってください。ぼこりがた 
まったままで、水滴などが付くと発熱し、火災の原因となるおそれがあります。 



△注意 

A | 
A | 

1高温注意 

本装置の電源を OFF にした直後は、内蔵型の八ードディスクドライプなどをはじ 
め本装置内の部品が高温になっています。十分に冷めたことを確認してから取り 

1 付け/取り外しを行ってください。 

1中途半端に取り付けない 

電源ケープルやインタフェースケープル、ボードは確実に取り付けてください。中途 
半端に取り付けると接触不良を起こし、発煙や発火の原因となるおそれがあります。 


警告ラベルについて 


本体内の危険性を秘める部品やその周辺には警告ラペルが表示されています。これは本体を取り扱う際、 
考えられる危険性を常にお客様に意識していただくためのものです（ラペルをはがしたり、塗りつぶした 
り、汚したりしないでください）。もしこのラペルが貼り付けられていない、はがれがかっている、汚れ 
ているなどしているときは販売店にご連絡ください。 

*2.5 インチディスクモデノレ 

ラペルの貼り 



• 3.5 インチディスクモデ J レ 

ラペルの貼り 
































































































































Step 6 bios の設定を変更する Step 8 お客様登録をする 


製品の譲渡と廃棄について 


ご使用になる環境に合わせて BIOS (巨 asic Input Output System ) 
の設定を変更します。 

B 1 操作方法や設定の詳細については「ユーザーズガイド」の 
i 「3章」を参照してください（日付や時間が正しく設定され 
ていることを確認してください）。 

システム BIOS の設定変更 

管理ソフトウェアとの機能の連携をする場合にシステム BIOS の設定 
を変更します(通常は出荷時の状態でも問題ありません)。設定を変 
更するために BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 を起動し 
ます。 

①電源を ON にして、 「 NEC 」 □ゴが表示されたら、 く ESC > キーを 
押す。 

② 次のメッセージが画面左下に表示されるまで待つ。 


③ く F 2> キーを 押す。 

「 SETUP 」 ユーテイリティが起動して、 Main メニュー画面が表 
ホされます。 


Step 7 


システムをセットアップする 

本装置をお使いになれる状態にセットアップします。 

< Linux ®> 

BTO (工場組み込み出荷)モデルの初期設定 

本体の電源を ON にするとインス I ''ール済みの 0 S が起動します。続 
けて Linux サービスセットに添付される「初期設定および関連情報に 
ついて」を参照し、 Linux の初期導入設定を行ってください。 

0 S が未インストールの場合 • 再インストールの場合 (Linux サービ 

スセットを購入している場合） 

添付の 「 EXPRESSBUILDERJDVD に格納されているオンラインド 
キュメント「ユーザーズガイド」の 「 Linux のセットアップ」を参照 
し、「シームレスセットアップ」を行ってください。 

0 S が未インス I ^ールの場合 • 再インス I "ールの場合 (Linux サービ 

スセットを購入していない場合） 

添付の 「 EXPRESSBUILDERJDVD に格納されているオンラインド 
キュ メント 「Red Hat ® Enterprise Linux 5 Server インストレー 
シヨンサプリメントガイド」または 「Red Hat Enterprise Linux 4 
インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照し、「マニュアル 
セットアップ」を行ってください。 

S 春セットアップ時にドライパディスクを作成する必要が 
あります。別途ドライバディスク用に空きフロッピー 
ディスクを1枚ご用意ください。 

• 本製品にはフロッピーディスクドライブが搭載されて 
いません。別途 USB フロッピーディスクドライブを 
ご用意ください。 


添付の「お客様登録申込書」またはインターネット ( WWW ) を利用し 
て登録を行います。 

添付の「お客様登録申込書」に必要事項を記入の上、「エクスプレス受付 
センター」までご返送ください。返送していただいたお客様は、 
「 ClubExpress 会員」に登録させていただきます。 「 ClubExpress 会 
員」は、インターネットからも登録手続きが行えます。 


八ードディスクドライブ内の大切なデータを完全に消去していますか？ 0 S 上からは 
見えなくなっていてもハードディスクドライブ上に残っている場合があります。第三 
者へのデータ漏洩を防止するために、市販のツールや保守サービス(共に有償)を利用 
して、お客様の責任において消去してください。 


http :// club . express . nec . co.jp 


— 


8番街では、お客夺 
登録料無、料にてご 


:サーバ （Express58(XE/» リーズ)、ビジネス PC(Mate&VereaPro) をご■入いただき3*1；35リがとうごさいます • 


は、お客格への新製品のご案内や購入褽品の効果的なご利用をサボートするため客様登録サービスを実施 

CT ご_入いただ t 洗製品をご登録I、ただ!ナますので、ぜひお申し込みください。 

VI •の*»»鄉につ**しては121 _にで* 0 J ® くだ执、 

Iご登錄いただくと、次の特典サービスを提供いたします。 


i レポ-卜初ア;掘!いただけます。 xd 


第三者への譲渡について 

本装置を第三者に譲渡(または売却)するときは、本書および添付の部品や説明書、ラ 
イセンス許諾書などのドキュメントも一緒にお渡しください。 

消耗品•本装置の廃棄について 

本体およびハードディスクドライプ、オプションのフロッピーディスク、 CD-ROM 
やボードなどの廃棄について各自治体の廃棄ルールに従フてください(なお、本体 
添付の電源コードについても他の装置への転用を防ぐために、本体と一緒に廃棄し 
てください)。詳しくは、各自治体へお問い合わせください。 

本体に搭載されているパッテリ（右図参照)の廃棄(および交換)についてはお買い求 

めの販売店または保守サ__ビス会社までお問い合わせください。 




また、 Express 5800シリーズをはじめとするさまざまな製品の情報 
は以下のインターネット情報サイトにあります。ご覧ください。 

[ NEC 8 番街] http :// nec 8 .com 

以上で Express 5800シリーズのセットアップは完了です。 

ご利用の環境に合わせてその他使用するアプリケーションのインス 
卜ールとセットアップをしてください。 

Express 5800シリーズを末永くご利用ください 0 


本製品の利用目的について 


本製品は、高速処理が可能であるため、高性能コンピュータの平和的利用に関す 
る日本政府の指導対象になっております。ご使用に際しましては、下記の点につ 
きご注意いただけますよう、よろしくお願いいたします。 

1. 本製品は不法侵入、盗難等の危険がない場所に設置してください。 

2. パスワード等により適切なアクセス管理をお願いいたします。 

3. 大量破壊兵器およびミサイルの開発、ならびに製造等に関わる不正なアクセ 
スが行われるおそれがある場合には、事前に弊社相談窓口までご連絡くださ 
い。 

4. 不正使用が発覚した場合には、速やかに弊社相談窓口までご連絡ください。 
弊社相談窓口：ファーストコンタクトセンター 

電話番号： 03-3455-5800 



健康を損なわないためのアドパイス ■ 



このコラムでは、コンピュータ機器を使用する上で健康を損なわないた 
め注意していただきたいことがらを記■します。身体に負担がかがらな 
いよう心掛けましょう。 


よ f 、作業姿勢"^ 

コンピュータを使用するときの基本的 
な姿勢は、背筋を伸ばして椅子にすわ 
り、キーボードを両手と床がぼぼ平行 
になるような高さに置き、視線が目の 
高さよりもやや下向きに画面に注がれ 
ているという姿勢です。 


キ_ポ_ドの角度を調節する 
オプションのキーポードには、角 
度を変えることができるよう設計 
されているものもあります。入力 
しやすいよろにキーポードの角度 
を変えることは、肩や腕、指への 
負担を軽減するのにたいへん有効 
です。 


ディスプレイの角度を調節し、画面の明るさ.コントラストを調節 
する 

ディスプレイの多くは上下、左右の角度調節ができるよろになって 
います。まぶしい光が画面に映り込むのを防いだり、表示内容を見 
やすくしたりするためにディスプレイの角度を調節することは、た 
いへん重要です。また、年齢や個人差、まわりの明るさなどによっ 
て、画面の最適なプライトネス•コントラストは異なりますので、 
状況に応じて画面を見やすいように調節してください。 





ときどき軽い体操をするなど、気分転換をはかる 

疲れを感じたら手を休め、軽い体操をするなど、気分転換をはかる 

ことをお勧めします。 



Express 5800シリーズに関するご質問 • ご相談は「ファーストコンタクトセンター」でお受 
けしています。 

(電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの上、おかけください 6 ): 


弊社相談窓口：ファーストコンタクトセンター 
電話番号： 03-3455-5800 (代表） 

受付時間/9:00〜12:00、13:00〜17:00 
月曜日〜金曜日（祝祭日を除く） 


商標について 


EXPRESSBUILDER は日本電気株式会社の登録商標です。 Linux は 、 Linus Torvalds 氏の 
日本およびその他の国における商標または登録商標です 。 Red Hat、Red Hat Enterprise 
Linux は、米国 Red Hat , Inc . の米国およびその他の国における商標または登録商標です。 
その他、記載の会社名および商品名は各社の商標または登録商標です。 


本体は EIA 規格に適合した19型(インチ）ラックに設置して使用 
します。ラックへの設置について、次の条件を守ってください。 

ラックの設置および本体のラックへの設置については 
「ユーザーズガイド」の「2章」を参照してください。 


國 



添付の1源コードが届く 
範囲にあるコンセン 
または UPS 


AC 100 V 、 平行二極 
アース 付きのコンセ 
ントまたは UPS 


水平でじようぶな床の上 




室内温度 151 C 〜2513の範囲が 
保てる場所での使用をお勧めします。 


Step 3 ラックを設置し、本製品を取り付ける 


複数のラック 
を設置する 
ときは必ず 
連結させる 


前後 lm 以上、左右 60 cm 
以上、高さ 40 cm 以上の 
スペースがとれる場所 


Step 5 電源を on にする 

前面の POWER スイツチを押して電源を ON にします。 

H Step 6に示す手順を行う必要のない場合は、電源を ON 
にする前に Step 7をご覧ください。 



POWER スイッチ 


箱を開けてから装置を使えるようになるまでの手順を説明しま 
す。このスタ_トアップガイドに従って作業してください。 


Stepl 添付品を確認する 


本体 • 

EXPRESSBUILDER ノ'\°ツケージ^ • 

保証書 • 

(本体梱包箱に貼り付けられています）* 
ハードディスクドライプ • 

固定用インチネジ x 8* 3 ' * 4 • 

パツテリ固定プレート xl * 4 


電源コード XI 
お客様登録申込書 
ご使用時のご注意 
スタートアップガイド(本書)*: 
ケープル固定タイ xl 
パッテリ固定プレート 
取付用インチネジ x 3* 4 


m 


添付の 「 EXPRESSBUILDEFUDVD は、セットアッ 
プ(または再セットアップ)の時に必要となりますので 
大切に保管しておいてください。 

上記添付品は、本体のみのものです。スタートアップ 
パックや BTO (工場組み込み出荷)製品などは「組み込 
み製品 • 添付品リスト」をご確認ください。 


*1 


EXPRESSBUILDER ハ。ッケージの内容につし、ては EXPRESSBUILDER 内の添 
付品一覧を参照してください。 

*2 本製品の取り扱いに関する説明書には、「スタートアップガイド(本書)」およ 
び「ユーザーズガイド」があります。「ユーザーズガイド」は NEC の Web サイト 
「 http :// nec 8. eom / i 」 よリダウン□-ドしてください 〇 
*3 3.5 インチディスクモデルの場合のみ添付となります。 

*4 ご購入になった本体装置構成により、本体に実装されている場合がありま 
す。 


Step 2 内蔵オプションを取り付ける 

本体内蔵用のオプションを取り付けます(オプションを購入していな 
い場合はステップ3へ進んでください）。 

「ユーザーズガイド」の「6章」を参照してください。 


國 


Step 4 ケーブルを接続する 

ケープ； 

國 


ケーブルを本体に接続します。 

「ユーザーズガイド」の「2章」を参照してください。 


シリアルインタ 
フェース機器 


USB 機器 


LAN 上のネットワークシステム（ハプ(マルチ 
ポートリビータ）を介して接続されます） 



ユ _ サ _ スカイトについて 

ユーザーズガイドは 「 EXPRESS 巳 UILDEFUDVD の中に格納されて 
います。ユーザーズガイドは Adobe ® Reader ™ で閲覧できる PDF 
ファイルで、以下の手順で表示 • 印刷することができます。 

① Adobe Reader がインス!ルされているコンピュータの電 
源を ON にする。 

② 添付の 「 EXPRESSBUILDEFUDVD をコンピュータの光ディスク 
ドライブにセットする。 

オートラン機能により自動的にメニューが起動します。 

セットしたタイミングによっては、自動的に起動しない場合が 
あります。そのような場合は、エクスプローラから「マイコン 
ピュータ」を選択し、セットした光ディスクドライプのアイコ 
ンをダブルクリックしてください。 

③ 「オートランメニュー」の「ドキュメントを読む」をクリックす 
る。 


EXPRESSBUILDER 


<つ ，ド キ ュメントを班む 

|Vj wmaows とでツト，ツフ 3 
© ドライバディスク ( Windows 向け)を作成する 
© ドライバディスク ( Linux 向け)を作成する 
© ソフトウェアをセットアップする 

® メニューを閉じる 


^ DVD 媒体読み込み機能3のないコンピュータで閲覧した 
い場合は、ユーザーズガイドの 「 DVD 媒体読み込み機能の 
ない管理 PC を使用したいとき」を参照してください。 
ユーザーズガイドでは、本製品を安全に取り扱うための注意事項や 
Startup Guide では記載されていないセットアップに関する詳細 
な説明、運用やアップグレードに関する説明が記載されています。 
また、「故障かな？」と思ったときのトラブル回避の手だてやサービ 
スに関する情報も記載されています。本製品を取り扱う前にぜひお 
読みください。 

PDF ファイルを閲覧するためには 、 Adobe Reader の日 
这卜本語版が必要です 。 Adobe Reader はアドビ社の Web サ 
イトから無償でダウン□ー ドすることができます ( http :/ 
/ www.a do be . com / jp/pro duct s / acrobat / 
readstep 2. html )。 

またユーザーズガイドは、 NEC の Web サイトからダウン 
□ー ドすることもできます ( http :// nec 8. com /— [サボー 
卜情報]をクリックしてください)。 


oc P * P 
35 %m 0 hg 、0 h 
°C~ 80 0 0 0 C104T 80 0 : 

O ~bl?i°c~bl~ 


を 

件 

I 〇ノ CJ 〇ノ C.I 

条两:〇:4 :〇:4 
境場>度2配7>度1配7 
璟た時温■■勾：時温：勾： 
のし作内度度圧止内度度圧 
下た動室湿温気休室湿温気 
以満 V < 


このマニュアルは再生紙を使用しています。 

© NEC Corporation 2009 

NEC の許可なく複製 • 改変などを行うことはできません。 



































































































































































































































